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研究成果の概要（和文）：本研究は学習と情報資源（教材、図書、学術論文、Web 情報）の
相互作用に焦点をあてた。思考と情報資源は連動しており、理想的な環境は適切な情報資
源が思考に追随してくれることである。本研究では、電子図書館システムと密に連動する
ことで図書館の豊富な情報資源をオープンコースウェアと連携させ、学習者の思考に情報
資源が追随する非定型学習環境を構築した。研究を通じて得た知見は、学習における情報
資源の役割は予想以上に大きいこと、思考と情報資源の相互作用は補完的であること、情
報資源を提供するサービスは学習プロセスと乖離しており、改善を要することの 3 点であ
る。 
 
研究成果の概要（英文）：This research focused on interaction between learning and 
information resources (course materials, books, research papers, and web sites). A 
desirable learning environment is that information resources provide in response to the 
activity of thinking. Informal learning environment which open course wares linked to 
information resources in a digital library was constructed. This research showed 
following findings 1) information resources had an effect on learner's views on things 
beyond expectation; 2) interaction between thinking and information resources was 
complementary to each other; 3) library services should be improved because resource 
providing was not connect to learning process. 
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とする）が世界中で広がりをみせている．日
本でも 2006 年 4 月に「日本オープンコース
ウェアコンソーシアム」が設立され、ここ 1
年で OCW を公開する大学が急速に増加した。
OCW は講義ノートやシラバス，課題レポー
トなどの情報資源を公開することによって、
より広く学習機会を提供しようというもの
である．しかしながら、OCW の教材は通常
の講義ノートをそのまま載せたものが大部
分で、講師の話なしで教材だけ見ても内容を
理解することは難しい。この問題を解決する
には、教材を OCW 向けに開発するか、講師
の話に代わる何かを補足するかのどちらか
である。前者は講師に負担を強いるうえ、必
ずしも労力に見合った学習効果が得られる
とは限らない。そこで、本研究では後者のア
プローチをとる。 
講師の話に代わるものを本研究では「非定
型学習 (informal learning)」に求める。講師
の話の役割は、簡単にいえば、学習者の理解
度を無意識に観察しながら教材の補足情報
や言い換えなどによって、学習者の理解を促
し、方向づけを与えることだと言える。OCW
においては、この講師の役割を学習者自身で
行う必要がある。つまり、教材だけでは理解
できない場合は、講師の話に代わる情報を自
ら探し、教材と組み合わせて理解を深めてい
くという学習である。このことは教師から与
えられた情報を鵜呑みにするのではなく，多
様な情報を自らの知識体系と関連付けるこ
とが求められている昨今の教育の流れと一
致する。 
 
２．研究の目的 
本研究は学習と情報資源（教材、図書、学
術論文、Web 情報）の相互作用に焦点をあて
る。本を読むと思考が刺激され、刺激される
ことでまた次の本を求める。このように、本
来、思考と情報資源は連動しており、理想的
なのは思考に適切な情報資源が追随してく
れることである。本研究では、電子図書館シ
ステムと密に連動することで図書館の豊富
な情報資源をオープンコースウェアと連携
させ、学習者の思考に情報資源が追随する非
定型学習環境の構築し、その有効性について
考察することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 非定型学習環境の構築 
本研究が対象とする情報資源として，教育
資源は授業関連資料のシラバス，講義ノート，
各種教材などがある．また，研究資源は大学
図書館が提供してきた図書や雑誌論文の文
献情報，紀要，学位論文などがその対象とな
る． 
 
(2) 学習プロセスの行動分析 
筑波大学図書館情報メディア研究科の大
学院生、図書館情報専門学群の学生などを対
象に特定の学習目標を与え、理解度を見る。
学習過程の観察にあたってはアイマークレ
コーダ（ヘッドマウントタイプの眼球運動測
定装置）を用いる。また、フォーカスグルー
プインタビューを行い、学習時に何を考えて
いたかを探る。 
 
４．研究成果 
(1) 非定型学習環境の構築 
図書館における主な学習とは、読書や論文
を読むといった資料を活用した学習である。
その学習プロセスは、基本的には図書館の所
蔵資料を探索・入手し、資料を読み解いて知
識を獲得し、それを実生活で活用する、とい
う経過をたどる。そして、この学習プロセス
はサイクルを描く。たとえ資料の入手に成功
しても、うまく読み解くことができなかった
り、実生活での活用に失敗したりする場合に
は、より分かりやすい資料を入手するために
再び探索にとりかかるだろう。そうしていく
うちに、利用者は自分自身の状況に適した情
報収集の手法を暗黙的に学びとっている。ど
んな本を選択したか以外にも、その本をいか
に読み解いたか、どのような場で資料を活用
することができたかといった暗黙的に学び
とった情報の収集・活用の手法を明示し共有
することができれば、図書館内における互助
ネットワークをより豊かにすることができ
る。 
本研究では、 図書館における学習ノウハ
ウ蓄積モデルとして、「読書ストリーム」「対
話的読書」「読書レシピ」「レコメンド」とい
う４つのプロセスを仮定し、図書館における
資料活用のノウハウの共有化を可能とする。
読書ストリームのプロセスでは、図書館利用
者同士が学習プロセスの記録を相互参照で
きる環境を用意することで、他者の読書体験
を追体験することができる。このような体験
を通じて、それぞれが学習プロセスの中で暗
黙的に学び取った情報収集・活用のノウハウ
を共有させることが読書ストリームの目的
である。 
対話的読書は、読書ストリームを共有して
いる図書館利用者とコミュニケーションを
とりながら資料を読むことで、資料に対する
自分の理解を言語化することができる。この
コミュニケーションの中で、利用者は分から
ない箇所を他人に質問したり、議論を重ねた
りすることで資料の内容を読解していくこ
とができる。利用者間の会話内容は読書スト
リームとして保存され、後で利用者は読みな
おすことができる。 
読書レシピは対話的読書を経た後の読書
ストリームから学習する主題ごとに抽出し、
読んだ資料に対する参考資料として利用者
  
がまとめる。実質的には読書レシピが「学習
ノウハウ」としてシステムに蓄積されること
となる。 
参照すべき読書レシピの発見を支援する
ためにシステムは読書レシピのレコメンド
を行う必要がある。具体的にはこれまでのプ
ロセスで得られたアクティビティデータを
もとに利用者が閲覧・検索した資料に関連し
た読書レシピを OPAC 上または利用者の学習
環境において提示する。本プロセスを通して
読書レシピを参照する過程もまた読書スト
リームに反映され、他の利用者に伝播する。 
本システムを読書コミュニティに興味を
もつ利用者に公開し、一定期間利用してもら
ったところ、一定の評価を得ることができた。 
 
(2) 学習プロセスの行動分析 
筑波大学知識情報・図書館学類所属の大学
1年生 16 名を対象とし，筑波大学附属図書館
中央図書館内で実験を行った。実験では、被
験者に“地球温暖化の議論についてまとめ
る”というレポート課題を与え、レポート執
筆に先駆けて，レポートの参考とするための
資料収集を指示した。制限時間は 40 分間と
した．その際に用いる情報源や，探索手法に
ついては実験者側からの指定はせず，被験者
自身の判断に任せた。メモをとる場合は，実
験者側で用意した A4 用紙とペンを貸し出し
た。レポートの参考になりそうな資料を見つ
けた場合、WEB 上の情報資源の場合はページ
ごとにブックマーク、図書の場合はページに
付箋を張り付けるよう指示した。ブックマー
クと付箋の上限はそれぞれ 15 ずつとした。 
図 1は実験中の風景を撮影した写真である。
写真左に、着席してアイマークレコーダを装
着している被験者が見て取れる。また、写真
右は、アイマークレコーダの管理画面を映し
たモニタである。画面には被験者視点カメラ
の様子が映し出されている。図 1上の“現在
の視点”は被験者がその時見ている視点を映
し出していることが見て取れる。本課題終了
後は“レポートに盛り込むべきポイント”を
A4 用紙に箇条書きで記述するように指示し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1: 実験風景 
 
図 2は図書館内の廊下を歩く被験者の眼球
運動データ動画から抜き出した画像である。
書架の脇に示されている館内表示に視線を
向けていることがわかる。目的の書架以外に
ついての案内であっても。逐一視線を向けて
いる様子が観察された。目的のエリアについ
ては地図上ですでに確認済みであるにもか
かわらず、それ以外の表示を観察していると
いうことから、現在地点と目的の書架との位
置関係が把握できていないということが推
測できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：廊下移動時の視線 
 
事後アンケートにおいて被験者が普段授
業などで出されたレポート課題について調
べる際に用いる情報源を聞いた。回答では 16
名中 15 名が初めに“インターネット”を用
いていることがわかった。2 番目に用いる情
報源は“講義中のテキスト”を挙げている。
アンケートの結果から、被験者が調べ物をす
る際には“オフィシャル”な講義資料よりも、
WEB を情報源として利用する傾向にあること
がわかった。“インターネット”を利用する
理由としては。“手っ取り早いから”、“楽だ
から”、“短い時間でより多くの情報を手に入
れられるから”といった回答が得られた。手
軽さがレポート課題の情報源を選択する際
の大きな理由として挙げられ、その結果、WEB
が利用されている。 
 本研究では、学生がレポートを作成する状
況を実験的に設けた上で、眼球運動データ、
ログ記録、聞き取り調査などを利用し、図書
館内における情報探索行動の解明を行った。
被験者は情報探索を始める際には手軽さや
早さを重要視する傾向にあった。そのため、
館内における自分の位置を把握することが
できていない状況では、情報の検索が迅速に
可能で，館内の利用方法を知る必要がなく、
使い慣れている WEBを利用するものと考えら
れる。 
 
(3) まとめ 
  
 本研究を通じて得た知見は、学習における
情報資源の役割は予想以上に大きいこと、思
考と情報資源の相互作用は補完的であるこ
と、情報資源を提供するサービスは学習プロ
セスと乖離しており、改善を要することの 3
点である。今後の課題は、学習プロセスと情
報資源の相互作用を類型化し、より効率的な
学習環境を提供することである。 
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